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イリュストラシオン 
ミュシャとアール・ヌーヴォーの挿絵
会期： 2 0 2 4 年 4 月 6 日（土）～ 7 月 2 8 日（日）
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本展公式図録（フルカラー18ページ） 企画展関連イベント

日 時：5月12日（日）13：00～15：30
講 師：�大喜多真子
� （NPO法人�書物の歴史と
� 保存修復に関する研究会）

ミュシャの挿絵にちなんだメモ帳手づくりワークショッ
プ。ミュシャのデザインを表紙に使ったオリジナルの
メモ帳をつくりました。また書物の歴史や本の修
復についてもお話しいただき、本に関する知識と
体験の両方を満喫できるワークショップでした。

展覧会の見どころを豊富な図版とともにスライド
でご紹介しました。

ミュシャの挿絵やその下絵、彼のアール・ヌーヴォーの傑作本
『トリポリの姫君イルゼ』の図版も多数掲載。また本展書き
下ろしコラムも収録しました。

“イリュストラシオン”とはフランス語で「挿絵」を意味し、

本展はミュシャの挿絵に注目した展覧会です。ミュシャ

の挿絵や作品は生涯に250冊以上の書籍や雑誌に

掲載されました。彼の画家としてのデビューは挿絵の

仕事から始まります。ミュシャはポスター画家としてパリ

で一世を風靡する前から書籍や雑誌の挿絵を描くこ

とで生計を立て、その後売れっ子の画家になってから

も挿絵を描き続けました。その作風はおよそ50年間の

ミュシャ・スタイルの発展に沿ったものとも言えます。

19世紀末は装飾が物語を超えて自立し独自の魅力

を持つアール・ヌーヴォーの挿絵が生まれた時代です。

本展ではミュシャが挿絵から装丁までを手がけた書籍

『トリポリの姫君イルゼ』をはじめ、同時代のアール・ヌー

ヴォーの美しい挿絵本、さらにミュシャの後半生の大

作や関連する挿絵作品をご紹介し、初期から円熟期

に至るミュシャ、そしてアール・ヌーヴォーの挿絵の世

界をご堪能いただきました。（Y.K.）

日 時：�4月21日（日）、６月15日（土）、
� ７月６日（土）14：00～

学芸員によるスライド・トーク学芸員によるスライド・トーク

企 画 展
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メモ帳づくりワークショップメモ帳づくりワークショップ



ミュシャの挿絵を4つの時代とテーマでご紹介。

ミュシャにとって挿絵は画業の重要な基礎であり、初期から「円環」や「S
字カーブ」を特徴とする独自のスタイルを確立していました。資金難の中、
挿絵制作によってパリで生計を立て、これらの要素を後のポスターやパネ
ル作品へと発展させました。また、歴史画家を志していた彼は、歴史書
の挿絵を通じて技法を学び、1900年パリ万国博覧会の壁画や大作《ス
ラヴ叙事詩》にその経験を活かしました。挿絵はミュシャの創作活動全
体を支える重要な位置を占めていたのです。本章では挿絵、そして挿絵
とスタイルが共通するポスターやパネル、歴史画を並べて展示し、ミュシャ・
スタイルの源流を探りました。

19世紀のヨーロッパでは印刷技術の発展により、挿絵入りの書籍が普及し、
豪華版書籍も登場しました。1880年代から1900年にかけてアール・ヌーヴォー
の挿絵本が次 と々制作され、装飾が物語を超えて独自の魅力を持つように
なりました。この流れはミュシャをはじめ、同時代の画家によって表現されました。
1897年に出版された物語『トリポリの姫君イルゼ』は、ミュシャが初めて書籍
全体のデザインを手がけた作品です。挿絵と装丁に統一感があり、物語の
登場人物や場面を象徴するモチーフや装飾が多く使われ、夢幻的な世界
観を表現しています。特に、組紐模様や繰り返し登場する象徴的なモチー
フが物語に調和し、自然や人物を象徴的に描いた挿絵は、ミュシャの他の
作品にも共通する要素を持ちます。またウジェーヌ・グラッセとモーリス・ブーテ
＝ド＝モンヴェルによるアール・ヌーヴォーの挿絵本もご紹介しました。

ミュシャはアジアを舞台とした児童書『白い象の伝説』の挿絵を依頼され、持
ち前のデッサン力を活かして動物や植物を写実的に表現しました。単色で陰
影を効果的に使い、物語の要所をわかりやすく描写して好評を博し、本書は
ロングセラーとなりました。挿絵には自然と人間の対比が表れ、堂 と々した象の
姿や自然の偉大さが強調されています。また、円や長方形等を用いた構図は
後のデザイナーとしての才能の兆しでもあり、ミュシャの初期挿絵として重要な
作品です。本章では当館が所蔵するミュシャ肉筆の下絵全20点を一堂に展
示し、ミュシャによる挿絵の生の筆遣いを楽しんでいただきました。またポスター
画家としても活躍していたミュシャの画業前半生の挿絵を中心にご紹介しました。

ミュシャはポスター画家として成功しながらもそれに甘んじず、芸術を通じ
て祖国や人々に貢献することを目指しました。書籍『主の祈り』によって
人々に希望をもたらすことに活路を見出したミュシャは、以後本格的に祖
国チェコのための作品制作に注力します。そしてスラヴ民族の歴史や独
立、平和を称える大連作《スラヴ叙事詩》に取り組みます。アメリカ滞在
中には、『主の祈り』と共通の構図を持つ《ハーモニー》に取り組み、広
く人類へのメッセージとも読める作品を制作しました。また多くの挿絵制作
も並行して行い、生涯を通じて祖国やスラヴ民族への貢献を続けました。
本章ではミュシャがプロデュースし、キリストの教えを基に、祈りの言葉、解説、
イメージ画の3ページ構成で描いた書籍『主の祈り』をはじめ、大作《ハー
モニー》とミュシャの画業後半生の挿絵を中心にご紹介しました。

3F展示室ではミュシャの代名詞である華やかな女性像の装飾パネル（レプ
リカ）を一堂に展示しました。ミュシャに関する書籍の閲覧、作品の見どころ
解説やパーツ遊びが楽しめるデジタルコンテンツを、アンティーク家具があるアー
ル・ヌーヴォー風の空間の中でお楽しみいただきました。

展 示 構 成

第第1章　章　初期の挿絵初期の挿絵

第第3章　章　アール・ヌーヴォーの挿絵本アール・ヌーヴォーの挿絵本

第第2章　章　白い象の伝説白い象の伝説

第第4章　章　『主の祈り』とミュシャの思想『主の祈り』とミュシャの思想

【同時開催】【同時開催】�ミュシャとアール・ヌーヴォーの部屋�ミュシャとアール・ヌーヴォーの部屋

《『ズラダ・プラハ』誌表紙の習作》
1890年、素描、鉛筆、紙
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

『白い象の伝説』第3章〈下絵〉
1894年、書籍
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

『トリポリの姫君イルゼ』（仏語版） 
pp.26-27　1897年、書籍
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

『主の祈り』（仏語版）p.19
1899年、書籍
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵
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アフィショマニ！ミュシャマニ！
会期： 2 0 2 4 年 8 月 3 日（土）～ 1 2 月 1 日（日）

シェレ、グラッセ、スタンラン、ボナール、そしてミュシャ。

19世紀末のパリの街頭は多色刷りリトグラフ（石版印

刷）の発展によって鮮やかなポスターで彩られていました。

道行く人々の目を魅了するポスターは、誰もが親しめる

大衆の芸術として、新たな価値を持ち始めます。そこに

現れたのがポスターを集める愛好家たち。“アフィショマ

ニ”（ポスターマニア）という言葉ができるほどに、個人の

芸術趣味へと広がっていきます。

さらにアフィショマニの中から「ミュシャを推す」“ミュシャマニ”

が現れると、室内を飾ったり手元で楽しむミュシャ作品

が登場。グッズ開発の戦略は現代にも通じます。ミュシャ

マニの心をくすぐったことでしょう。

本展は、「収集」という側面から、ポスターが芸術とし

て価値を高めた様相を浮かび上がらせる試みでした。

今もなお収集欲を掻き立てられる19世紀末パリのポス

ター文化に触れながら、ミュシャの魅力、デザイナーとし

ての手腕を味わい尽くしていただけたのではないでしょ

うか。（Y.H.）
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企画展関連イベント　リトグラフ実験室！
19世紀末パリの印刷技法・リトグラフ（石版印刷）に注目したイベントを開催

日時： ① 8月17日（土）　② 8月18日（日） 
各日10:30～　

講師： 稲田大祐（相模女子大学 教授） 
稲田恵理子 

リトグラフってなあに？リトグラフってなあに？
紙平版画をやってみよう！紙平版画をやってみよう！

子ども向けワークショップ

日時： ① 8月16日（金） ② 8月17日（土） 
③ 8月18日（日） ④ 9月28日（土） 
各日13:30～

講師： 稲田大祐（相模女子大学 教授） 
稲田恵理子

プチ石版でプチ石版で
リトグラフ講座リトグラフ講座

大人向けワークショップ

企 画 展

日時： 8月4日（日）・8月16日（金）・8月23日（金）・8月31日（土）・9月8日（日）・
9月16日（月･祝）・9月29日（日）・10月6日（日）・10月12日（土）・10月
26日（土）・11月10日（日）・11月24日（日）・11月30日（土） 
各日11:00～または14:00～

リトグラフプレス機でミュシャを刷ってみよう！リトグラフプレス機でミュシャを刷ってみよう！

集
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稲田氏の親しみやすくわかりやすいレクチャーで、子どもから大人まで、リトグラフ（平版画）のしくみを楽し
く体験していただきました！

学芸員による手引き式リトグラフプレス機の実演と、希望者は一人一枚の刷り体験を実施。
自ら刷ることの楽しさ、そして当時の印刷工の技術の高さと苦労も味わっていただきました！
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展 示構 成
本展はポスター黄金期のアフィショマニ（ポスターマニア）の実態、
ポスター作家の中でもミュシャに魅了されたミュシャマニ（ミュシャマニア）＊、という
２つの視点で展示を構成しました。
＊「アフィショマニ」は1856年にパリで作られた造語、「ミュシャマニ」は今回の企画展で当館が作った造語です。

ポスター人気から室内でミュシャを
楽しみたいミュシャマニが現れ、制
作されたのが「装飾パネル」。《四
季：1896年》を始まりとする装飾パ
ネル、そこから転用された装飾鏡や
絵皿、カレンダーを紹介。現代にも
通じるグッズ展開としても興味を持っ
ていただけたのではないでしょうか。

部屋に飾るだけにはとどまらず、ミュ
シャマニの需要は身に着けるジュエ
リーへと広まっていきます。展示室
をミュシャが手がけた宝飾家ジョル
ジュ・フーケのショップに見立て、ジュ
エリーデザインをご紹介しました。

ミュシャは女神のような女性像
を使って商品のイメージを伝
えています。19世紀末のパリ
の街路に見立てた空間でミュ
シャの商業ポスターと当時の
商品を合わせて展覧。”ウォー
ル・ショッピング”をお楽しみい
ただきました。

流麗な曲線、植物モチーフが
特徴の装飾様式は、19世紀
末の芸術の潮流「アール・ヌー
ヴォー」として、ミュシャに限らず、
多くの芸術家の作品とも呼応
していました。同時代のアール・
ヌーヴォーと評された作家の
作品をご紹介しました。

アフィショマニの邸宅に見立てた展示室に、アフィショマニ向けに販売された
縮小版のポスター集『ポスターの巨匠たち』1年分を一挙に公開しました。ミュ
シャだけではない19世紀末のポスターの多彩さをご覧いただきました。ポスター
が収集の対象となり、批評家たちをも魅了し、芸術として昇華された背景を
知っていただけたのではないでしょうか。

ポスターデビューで一気にアフィショマニの心をつかむと、名実ともにパリのトップデザイナーとして活躍していくミュシャのデザイン業の軌跡をご紹介しました。

展覧会の内容を
凝縮したガイド
シートを無料配
布しました。

ポスターから広がるミュシャマニ・アイテム

身に着けたい私だけのミュシャ・スタイル

イメージを売るミュシャ・スタイル

アール・ヌーヴォーの芸術家たち

19世紀末のパリでは、人気の
ポスターはよく壁からはがされ
て盗まれていたということで、マ
グネット式のポスターでこっそり
盗む体験コーナーを設置。

体 験 コーナー
PICK UP!

  「ミュシャ Labo  # 5  特集！リトグラフ」 P.07へ ▶

リトグラフについては同時開催

集めたい

集めたい

 アートになったポスターを

日常をうるおす　ミュシャ・スタイルを

『ポスターの巨匠たち』1895～1896年
1895年から1900年の5年間、毎月4セットずつ発売され、
97人の芸術家によるポスターを集めることができたのです。

―導かれる商品の世界

―ミュシャの先達、

ミュシャが与えた影響

―生活を美しくデザインする

―ジュエリーに宿る芸術性

広告効果への疑問はむしろ、戦略的と捉えることもできる。ミュシャのポスターは商品そのものよりも、その商品に紐づいてくる感情やイメージを伝えている。２つの自転車の広告を見てみよう。どちらも商品の自転車はハンドル部分のみ。鉄床とハンマーに肘をかけ《ウェイバリー自転車》に乗るのは、月桂樹を手にした女神。鉄の勝利を暗示している。《パーフェクタ自転車》では、ゆったりと自転車に寄りかかる少女が、静かに微笑みかける。なびく髪は、無重力のよう。軽やかに自由に風を切ってどこまでも行ける、と自転車への期待と爽快感を画面全体で伝えている。

『レスタンプ・モデルヌ』（現代版画）は、フランスで1897年5
月から1899年4月まで刊行された月刊のリトグラフ集。ミュシャと雇用契約を結んでいたシャンプノワ印刷所の企画・出版である。ミュシャが手掛けたカバーに、毎月4名の画家の新作版画が解説付きで収められ、年間購読者には年に2回、
特典版画がついた。1897年第６号の特典は、ミュシャの《まじない（サランボー）》。

1895年にサラ・ベルナール主演の演劇《ジスモンダ》でミュシャがポスターデビューした時、その美しさにアフィショマニから熱狂的な賞賛の声があがる一方で、広告効果を疑問視する声もあがっていた。淡い色彩と装飾化された文字、細部まで描きこまれたポスターは確かに何の広告か一瞬では捉えにくい。

収集後の楽しみ方は、それぞれのアフィショマニの美意識によりけり。カバーの中にきちんと保管し、整理し、時に取り出して眺めるタイプ、寝室に常に飾っておきたいタイプなど。さらに飾り方も街路を思わす紙そのまま派、額装派と、その収集精神は現代日本の「推し活」にもつながるのかもしれない。

しかし街頭用のポスターは大判になれば一辺が1ｍを超える。そのサイズには、アフィショマニらも保管に苦労していた。「芸術家のみなさん。過度に大きなポスターはどう保管すればいいかわからず、アフィショマニを絶望させるので避けていただけないだろうか」という声明を雑誌に出したアフィショマニもいる。その声に応えたのが、『ポスターの巨匠たち』だったのである。

ア
フ
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2
総合芸術誌『ラ・プリュム』編集者のレオン・デシャンは、出版社に併設されたギャラリー「サロン・デ・サン」で多くの芸術家たちの作品展を開催していた。デシャンはいち早くミュシャの才能に注目し、ミュシャを敬愛した人物でもある。個展の開催や、特集号の刊行、作品カタログの掲載など、ミュシャを世間に広めた人物の一人と言っても過言ではないだろう。

“ミュシャマニ”　レオン・デシャン

誌表紙 （第15߸） 1898年　リトάラフ、紙（Χόー）『Ϩスλンプ･Ϟσルヌ』 （ࠨ）

（த） 《ま͡ ͳい（αランϘー）》（第6߸ಛయ） 1897年　リトάラフ、紙

（ӈ） 《αϩϝ》（第2߸ऩ） 1897年　リトάラフ、紙　OGATAίϨΫション蔵

1897《Σイόリーࣗసं》（ࠨ） 年　リトάラフ、紙
（ӈ）《ύーフΣΫλࣗసं》1902 年　リトάラフ、紙

1896年　リトάラフ、紙（০༻ύωルࣨ）《ق࢛》 （্）
（下） 《ق࢛：০ڸ》1900年Ҏ߱　ڸ、金ଐʹҹ

ミュシャのポスターは

ポスターとしては目立たず︑

しばしば広告としての

目的を欠いているが︑

非常に新しく︑

非常に芸術的である︒

エミール・カルドン 《δスϞンダ》
1895年　リトάラフ、紙

『ポスターの巨匠たち』—アフィショマニ向け初の版画集

02
ミュシャの広告性
—イメージを描く

05

ミュシャのポスターには文字のないバージョン違いが数多く存在
する。室内で絵を楽しむために、文字なしを求めるアフィショマ
ニが後をたたなかったからである。この需要が、ポスターと並
ぶパリ時代のミュシャの作品群「装飾パネル」を生み出す。さらにアール・ヌーヴォーの流行がミュシャ人気を一気に押し上げ

る。自然の有機的な曲線を単純化・抽象化した装飾的様式は、
ミュシャ・スタイルとの相性が抜群だった。ミュシャ自身は流行と
芸術を結びつけられることに否定的だったが、ミュシャ作品を集
めたい、室内を飾りたい、身につけたいという時代の熱をも取

り込み、流行をけん引したと言えるだろう。

ミュシャ・スタイル
—19世紀末パリの
アート・シーンとの合致

06

ミュシャ登場の熱狂—広告？芸術？
04

『レスタンプ・
モデルヌ』

03

『ポスターの巨匠たち』は、人気のポスターの中から厳選された
作品をハンディタイプに縮小したリトグラフ集。ポスター収集家の
ために制作された最初の芸術出版物とも言われる。1895年か
ら1900年の5年間、毎月４枚1セットずつ発売され、97人の芸術
家によるポスターを集めることができた。ミュシャのポスターから
は7点が選出されている。1年間販売された後には、計48枚のポスターと購入特典の版画

をまとめ、一冊の本にして販売。装丁はポール・ベルトンらが手
掛け、豪華版としても人気に。

保管方法のいろいろ

ミュシャの性格はあまりの善良さ故に何かを拒否する術を知らず、それがこの先、命取りにもなりかねないと心配になるほどだった。そして気取ったところが微塵もなく、控えめで驚くほど純朴だった。若くしてこれほどの成功を手にした芸術家とは思えない。

アフィショマニの生態 3

① ポール・ϕルトン『ポスλーのڊঊたͪ』1895年શ作ऩ版ஸ 1896年　② δュール・シΣϨ《δョϒ》　リトάラフ、紙（1889年）

③ アンリ・υ・トΡールーズʹϩートϨοΫ《σィヴΝン・δャポω》（1892年）　リトάラフ、紙　④ϐΤール・Ϙφール《文ܳ誌『ルヴュ・ϒランシュ』》（1894年）　リトάラフ、紙

ᶇ δΣーヌ・άラοη《ϩマン文ݿ》（1887年）　リトάラフ、紙　ᶈ 《௴姫》（『ポスλーのڊঊたͪ』 1898年Αり）　リトάラフ、紙

②～ᶇ 『ポスλーのڊঊたͪ』1895年ߦץ　（ ）はオリδφルのポスλー੍͕作͞Εた年

その控えめな大きさのおかげで、わたしの小さなアパルトマンでも鑑賞しやすくなったわ。

アルマン・ラοηンフォス『Ϩ･βフィοシュ･ΤトランδΣール』誌のたΊのσβイン 1896年　リトάラフ、紙　ݸਓ蔵

Ҿ༻：『ラ・プリュϜ』誌 1897年 ミュシャಛू߸Αり
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④
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③

自分たちのための作品に特別な愛着を持ちすぎていると非難されることを恐れないならば、ミュシャによって制作された最高の表紙として、うちの雑誌の表紙を挙げるだろう。
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アフィショマニの生態１

19世紀末パリの

アフィショマニ現象01

リトグラフとは？ 「リトグラフ」とは、ギリシャ語でリト（石）に描かれたグラフ（図）という意味。石灰石の版に油性

の描画材で描いた図を、水と油の反発作用を利用して印刷する技法。彫らずとも、削らずとも、

版面は平らなまま、描いたそのままを印刷できる。
コピー機もまだない19世紀末の印刷はすべてリトグラフによる手作業で行われていた。研磨、

転写、製版、刷りという分業によって、生み出されていたのである。

最ऴ的には右の色で成と
したようだ。

アンリ・ド・トゥールーズ＝
ロートレック《ムーラン・ル

ージュのイギリス人》1892年

左：ࡾ重ݝ立美術館蔵　
右：メトロポリタン美術館蔵

《罌粟と女性》 1898年
リトグラフ、紙

1.ഽの色 2.ബいԫ 3.偀いԫ 4.ബい楗 5.楗みのあるグレー

6.オレンジ 7.楗 8.明るいグレー
10.明るい綝

9.楩みのあるグレー

11.楩 12.グレー 13.偀いグレー 14.主版（輪ֲ線） 
  楗みのあるࠇ

15.金

ジュール・シェレ
アンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレック

13歳でリトグラフ職人の訓練を受け、17年の修業の後、自ら印刷所を
開いたシェレ。印刷技術の研究を続け、1860年代、パリで初の絵入
りポスターを発表。赤・黄・青の「目立つ」色使い、画面構成に文字
組みを入れ、軽快で楽し気な女性像「シェレット」は、遠くからでも目
を奪われる。宣伝に必要な条件を色彩とデザインで実現させたので
ある。3色による色調と明暗を巧みに使い、さらにクロスハッチングに
よる陰の表現、点描、水彩画風の表現でポスターを芸術へと昇華さ
せた、まさにフランスが生んだポスターの父である。

色面と勢いのある線でモチーフを大胆に簡略化し、平面を活かした
構図と色使い。最初のポスター《ムーラン・ルージュ、ラ・グーリュ》の
成功によって、リトグラフ制作にのめりこんだロートレックは、積極的に
印刷所を訪れるようになる。特にアンクール印刷所の刷り師コテル氏
に信頼を寄せ、手ほどきをうけたそう。
自ら石版に描画をし、色の出方や刷り具合について細かく指示を出
していた。色の検討が重ねられた《ムーラン・ルージュのイギリス人》
では、最終の販売時に男性のシルエットの色味を変えている。

多色刷りリトグラフの発展によって、鮮やかなポスターで彩
られていた19世紀末パリの街路。道行く人々の目を魅了す
るポスターは、もはや“広告”ではない。誰もが親しめる大
衆の芸術として、新たな価値を持ったのである。そこに現
れたのがポスター愛好家たち。その生態に個人差はあれど、
彼らはポスターを集め、眺めては愛で、その素晴らしさを語
り合う。彼らこそが“アフィショマニ”（ポスターマニア）である。

ポスターは広告なので
そもそも販売物ではない。
当初は壁からはがしたり、

ポスターはり※を買収して収集したのが
アフィショマニの始まり。

「描いたままを印刷できる」とはいえ、色の数だけ版をつくり、

刷り重ねて完成させるリトグラフ。

作家が最終的にどのような色彩表現を目指していたのか、

その色面の構成や細やかな色の調整にこそ、それぞれの特性が見えてくる。

#05特集!リトグラフ
刷り重なる神秘の世界

廃品回収業者のトビノは、勤務中にひそかに
集めたポスターを自宅に飾って、小さなポス
ター美術館を開館。近所の子どもたちに見
せていたという。
革命運動でオランダからパリへ来たジャーナリ
ストのアフィショマニは、「略奪」を堂 と々誇る。

「わたしは15点ほどのポスターを持っている
が、正直に言ってひとつたりとも『公正』に入
手したことがない。どれも略奪したものばか
りで、ポスターはり※が背を向けて立ち去る
や、剥がしとったものだ。ためらいや恥はか
けらもない。こうして我がコレクションに自慢
の芸術作品が加わるのだから。」

Ⅰ.

Ⅱ.

ࣛ侰ໜ『パリ・世紀末パノラマ
館：エッフェル侬からチョコレ

ートまで』 2000年

フルール・ルース・ローサ・ド カルヴァジョ修『パリ・グ
ラフィック：ロートレッ

クとアートになった版画・ポ
スター展』カタログ 2017年引用： ᶗ
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3 

残された試し刷りから、シェ
レの貴重なリトグラフの制

作ա程をうかがい知ること
ができる。

左：ジュール・シェレ《ޫのパ
ントマイム》『ポスターのڊঊ

たち』より1895年　リトグラフ、紙

右：《ޫのパントマイム》試
し刷り（ジャック・レナート

による修正版）

Jack Rennert, Posters of the Belle Epoque: The Wine Spectator Collection, Poster 

Auctions Intl Inc, 2003.をฤ集

《 カッサン・フィス印刷所》
部分 1896年　リトグラフ、紙

※ ポスターはり職人のこと

① 赤 ② 黄 ③ ①＋②の刷り重ね

④ 青（文字あり）⑤ オリーブグリーン ⑥ 文字入れ前
（④とは別の青版有）

輪郭線に代表される線画をベースに
した精緻な描写、細やかな装飾、そ
のモチーフひとつひとつに与えられた
色。さらにそれらの多彩な色彩表現
は、ミュシャ作品の大きな魅力である。
しかしミュシャのリトグラフの制作過程
に関する資料、記録などは、ほとんど
残されていない。そこで、リトグラフ
研究者・稲田大祐氏にご協力いただ
き、《罌粟と女性》を例に色分解を試
みた。作品を注意深く観察し、何種
類の色と版で、どのような刷り順で印
刷されているのか、現代のデジタル技

《罌粟と女性》 色分解考察

色分解した15版の刷り重ね順（あくま
で今回の検討における一つ

の解釈）

制作・協力：稲田大祐︵相模女子大学 教授︶

け     し

術も駆使し、制作・再現。そこから見
えてきたのは、細心の注意と精度に
よって刷り重ねて完成するミュシャ・ス
タイルの神秘の世界。
さらにこれらが
手作業によっ
て数千枚単位
で刷られてい
たことを想像す
ると、当時の印
刷工たちの技
術の高さにも
注目である。
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アンリ・プリヴァ・リヴモン
《アブサン・ロベット》
1896年　リトグラフ、紙
OGATAコレクション蔵

ルイス・リード
《ジェーン：『レスタンプ・モデルヌ』誌より》
1897年頃　リトグラフ、紙
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵
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会期：2 0 2 4年1 2月7日（土）～2 0 2 5年4月9日（水）

ミ
ュ
シ
ャ
の
専
門

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

美
術
館
の
仕
事
を

徹
底
解
剖
!?

堺�アルフォンス・ミュシャ館は、アール・ヌーヴォーを代

表する芸術家アルフォンス・ミュシャ（1860-1939）の初

期から晩年にかけての豊富なコレクションを所蔵する、

日本でも珍しいミュシャに特化した美術館です。当館

では、年に3回の企画展を開催し、毎回異なるテーマ

や作品を通じて、新たな視点からミュシャの魅力をご

紹介しています。

美術館（博物館）の役割は、作品の収集や保存、調

査研究、展示、そして教育普及など多岐にわたります

が、これらの活動が日 ど々のように行われているかは、

あまり知られていません。本展では「収集」「保存修

復」「教育」「キュレーション」の4つのテーマに焦点

を当て、当館のコレクションを紹介するとともに、当館

を例に、普段は目にふれることのない美術館の裏側

の仕事に迫りました。

初めてご来館された方にも、何度も足を運んでいただ

いている方にも、この展覧会を通じて改めて当館の活

動を知っていただき、当館および美術館の未来を考え

る機会になりました。（学芸員3人の共同企画）

03
ミュシャ館の舞台裏

ミュシャ館のコレクションの前身であるドイ・コレ
クションの収集に携わった尾形寿行氏に収
集の舞台裏についてお話しいただきました。《ラ・
ナチュール》などの主要作品の入手秘話や
土居氏とミュシャの息子ジリさんとの思い出な
ど大変貴重なお話を聞くことができました。

日時：1月11日（土） 14：00～
講師：尾形寿行（OGATAコレクション所蔵者）

ミュシャ･コレクションのミュシャ･コレクションの
収集秘話収集秘話

企画展関連イベント

来館者から寄せられたミュシャ館についての
質問に、学芸員たちがトークイベントを通じて
お答えしました。参加者からはあまり知られてい
ない学芸員の仕事や美術館の裏側を知るこ
とのできる良い機会だったという声を多数いた
だきました。

日時：12月15日（日） 14：00～
登壇者：堺 アルフォンス・ミュシャ館学芸員

学芸員に聞いてみよう学芸員に聞いてみよう
トーク・イベントトーク・イベント

企 画 展

キュレーション体験キュレーション体験
－ミュシャ展をつくってみよう！－ミュシャ展をつくってみよう！

体験コーナー

16分の１のミニチュア･ミュシャ館の模型の中
に200点の作品を使って、自分だけのミュシャ
展をつくる体験コーナー。学芸員になったつも
りで展覧会づくりを体験していただきました。

教えて！教えて！
みんなの「推し」ポスターみんなの「推し」ポスター

過去10年の当館の展覧会ポスターからお
気に入りのデザインに投票してもらうコーナー。
開幕日から4,000票を超える投票をいただきま
した。今後の展覧会ポスターづくりの参考に
いたします。

参加型コーナー
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当館の歴史やコレクション、多岐にわたる当館の活動について、
「収集」「保存修復」「教育」「キュレーション」の4つのテーマで展示しました。

示 構 成展

当館は堺市内で唯一の美術館として、日 ミ々ュ
シャ作品を通じて美術作品鑑賞の楽しさを伝え
られるように努めています。展覧会もそのひと
つですが、美術館そのものに興味を持ってもら
うことや、ミュシャ作品との出会いの提供、来館
のきっかけづくりも大切です。そこで当館が行っ
ている学校からの団体来館や学芸員による出
前授業を体験していただける展示空間をつくり
ました。展示の高さや解説もこどもたちに合わ
せた内容にしています。あえて作品名を隠して
考えてもらったり、描かれた人物と同じポーズを
してもらったり、ひとつの作品をじっくり見る面
白さにもふれてもらえたのではないでしょうか。
（Y.H.）

美術館のコレクションは誰かが集めた作品が
元になっています。これらを元に各美術館が
収集の方針を決め、コレクションを保存・拡充
することが一般的であり、コレクションの「収集」
は美術館の中心的な役割です。当館はミュシャ
を中心とした約500点の作品を所蔵しており、
その前身は土居君雄氏が収集した「ドイ・コレ
クション」です。土居氏の没後、このコレクショ
ンは堺市に寄贈され（一部購入）、当館で所蔵
管理しています。所蔵作品には、ポスターや
パネルのほか、素描、下絵、油彩、書籍、彫刻、
ジュエリーなどが含まれ、多彩で貴重なコレク
ションです。本章では土居氏のコレクションの
収集経緯や当館の歴史、さらに当館所蔵の多
彩なミュシャ・コレクションをご覧いただきました。
（Y.K.）

美術館が持つ大きな役割のひとつは、所蔵さ
れた作品や資料を限りない未来へ伝えていく
ために、適切な環境で保護し、保存することで
す。館によって環境はさまざまですが、ミュシャ
作品を未来へつなぐための修復方法、また作
品が現状以上に劣化しないように技法によっ
て照明の光の強さを変えるなど、当館ならでは
の収蔵庫や展示室内の環境、展示の工夫をご
紹介しました。
当館では作品を休ませるために、レプリカ（複
製画）を展示することがあります。現代の複製
技術と本物と並べての展示では、みなさん真
剣な表情で見比べていました。（Y.H.）

ミュシャ館では、繊細な紙の作品を保護しつ
つ、多くの人にその魅力を伝えるため、約4ヶ
月ごとにほぼ全ての展示作品を入れ替えた企
画展を開催しています。学芸員は保存の制約
を踏まえながら多様な視点でミュシャの魅力を
紹介するキュレーションを行います。本章では
このキュレーションの成果を過去10年間にわ
たる当館の展覧会ポスターの展示等を通じて
振り返りました。またキュレーションの一例とし
て『装飾資料集』の展示、さらに、キュレーショ
ンを体験できる模型展示コーナーも設け、来
館者に展覧会づくりを楽しんでいただきました。
（M.T.）
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当館に寄せられる最も多い質問のひとつが「リトグラフについて詳しく知りたい」です。
ポスター、装飾パネル、書籍の挿絵、ミュシャ作品の広まりと人気は、リトグラフ印刷
の発展なくしては語れません。

リトグラフとは、ギリシャ語で、リト（石）に描かれたグラフ（図）という意味です。日本では石
版印刷と呼ばれます。水と油の反作用を利用して印刷する技法です。彫ったり、削ったり、
穴を開けることなく、版の上に描いたほぼそのままを印刷できることが大きな特徴で、現代の
オフセット印刷の原理の元にもなっています。
コピー機もプリンターもない19世紀末、印刷はリトグラフによる手作業で行われていました。
作家が描いた版下絵を転写し、製版し、刷るという分業で、ひとつの表現を作り上げていた
のです。（Y.H.） 

2022年6月、1台の手引き式リトグラフ印刷機と石版の寄贈を受
けました。寄贈者は大阪府立今宮工科高等学校です。印刷機は
昭和40年代から印刷の授業で実習に使用されてきたものですが、
演習のデジタル化など種々の事情があり廃棄せざるを得ない状
況となっていました。廃棄を惜しむ先生から当館へお声がけがあ
り、当財団で寄贈を受け、現在当館で常設展示しています。

これまでも解説パネルなどで、リトグラフの仕組みをご紹介していましたが、
印刷機と石版の寄贈時から温め続けた「リトグラフ技法」をテーマにし
た展示が実現しました。
19世紀末のポスター人気の立役者である、ジュール・シェレやアンリ・ド・
トゥールーズ＝ロートレックの作品も紹介。ミュシャとともにそれぞれが
目指したリトグラフ表現に注目しました。
さらにリトグラフ研究者・稲田大祐氏の協力によって、道具や描画方法
のサンプルを展示、加えて製版、刷りの工程を映像にして上映＊。より
実践的な展示になりました。

展示ではミュシャの作品が何
色何版で刷られているのかを
探るため、《罌粟と女性》を題
材に色分解を試みました。作
品を観察し、使われている色
の数と刷り順を検討。今回の
解釈では、15版15色という結
論が得られ、繊細な色調整を
行いながら刷り重ねられてい
たことがわかりました。当時は
これらが手作業によって数千
枚単位で刷られていたことで、
印刷工の技術の高さに驚く
声も多数いただきました。

リトグラフ印刷機の寄贈 リトグラフが主役の展示の実現

《罌
け

粟
し

と女性》色分解大実験

#05「特集！リトグラフ」
テーマ展示

印刷機には「小森印刷機械製作所」の文字、現在海外にもシェアを広げ
る印刷機器メーカー小森コーポレーションの前身です。寄贈された印刷
機について、同社の方に尋ねたところ、大正末から昭和初期に製造されて
いたもので、現存数も少ないとのこと。貴重な史料です。

《罌粟と女性》1898年　
リトグラフ、紙　
堺 アルフォンス･ミュシャ館（堺市）蔵制作・協力：稲田大祐（相模女子大学 教授）

＊：  「リトグラフの版の作り方・刷り方」は
 ミュシャ館公式 YouTube「ミュシャ館チャンネル」で公開中です。

技法に注目しながらの鑑賞の面白さをお届けできたのではないでしょうか。
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「ミュシャ館の舞台裏」展でご紹介したミュシャ館や学芸員の仕事について
ダイジェスト版Q&Aでご紹介します。

特　集

Q1 ミュシャ館には学芸員が
 何人いるの？

Q5 ミュシャ館のコレクションは
 増えているの？

Q3 １回の展覧会に
 費用はどれだけかかるの？

Q2 作品の解説やパネルの文章は
 どうやって誰が書くの？

Q4 出品作品は
 どうやって決めるの？

Q6 コレクションの活用って
 どんなことをしているの？

A.   現在は3人です。2000年に現在の地で開館以来、10人以上の学
芸員が在籍してきました。これまで多様な視点の展示を実現して
きましたが、残念ながら学芸員は3～5年という短任期であり、長
期的な視点が必要な作品の管理等、対応が難しい課題が多々あ
ります。特に小規模な美術館での作品の情報・管理は、データ化
できない学芸員の経験や記憶も重要です。このような難しい状
況の中でも、できる限りのノウハウを次世代の学芸員に引き継ぎ、
100年、1000年先にも作品を未来に伝え続けていきたいです。

A.   残念ながら新しく収集するのは難し
い状況です。堺市のミュシャコレク
ションは約500点を誇りますが、企
画展を多様なテーマで展開するに
は所蔵品が不足しており、特定の作
品や種類が欠落した作品の補てん
が課題です。本来、美術館には収
集機能が求められますが、真贋判
定や予算確保、購入後の運用など
高いハードルがあり、当館の新規収
集は現段階では現実的ではありま
せん。しかし、これまで個人や団体
からの寄贈によってコレクションが
拡充された例もあります。

A.    展覧会には多くの人が関わるので想像以
上に費用がかかります。予算制約の中で運営が行われますが、スケー
ルが大きくなるほど費用が増え、優先順位の見直しや取捨選択が必
要です。学芸員やスタッフが外部の手を借りずに作業を担うこともあ
ります。助成金の申請も試みますが、不確実です。限られた予算で最
適な資金配分を模索する努力が、展示室の裏側で続けられています。

A.   学芸員が書きます。美術館は博物館法に基づき所蔵作品に関
する専門的調査を行う役割を担っており、学芸員の重要な仕
事のひとつとして調査研究があります。作品の背景や所有者の
遍歴を明らかにし整理・保存・公開することで、未来の研究に貢
献します。また学芸員は専門分野を活かして作品の魅力を伝え、
美術館の個性を形成します。調査研究は新たな価値観を生み
出し、展覧会の基盤となりますが、学芸員の業務が多岐にわた
る中で、調査研究に割く時間の確保が課題となっています。

A.   当館は約500点の所蔵作品を活用し、年3回の企画展を開催し
ています。当館には常設展示がなく、保存管理上、展示品を頻
繁に入れ替える必要があり、担当学芸員はひとつの企画展に
つき、約70～100点を選定します。一度展示した作品は一定
期間保管が必要で、各企画展の担当学芸員間での調整が重
要です。また、華やかな目玉作品が限られる中、修復や貸出中
の作品も考慮しながら出品作品の選定を行います。他所から
の作品借用では輸送費がかさむため、装飾の簡略化など予算
調整も求められますが、日々試行錯誤を重ね、理想の展示を目
指しています。

A.  地域の方々やアーティストとのコラボレーションを通じて、 ミュ
シャの作品世界をさらに広げています。近年の連携実績をご
紹介します。

＜主な費用と依頼先＞
● 広報物やパネル類のデザイン費（グラフィックデザイナー）
● 広報物の印刷費（印刷会社）
● 美術作品の展示作業費（美術展示の専門スタッフ）
●  美術作品の輸送・梱包費（美術輸送専門ドライバー、美術梱包の専門
スタッフ）

●  資料の借用費（他の美術館、画廊、コレクターなど）
 ＊公立館同士の場合は無償貸出が通例
● 展示室内の造作費（施工会社）

●  大阪刑務所：ミュシャの絵画を堺の手織
り技で絨毯制作（2021-25年度）

●  リトグラフ研究者：ミュシャのリトグラフの
制作方法について実験（2024年度）

●  ピアニスト：ミュシャにゆかりのある音楽の
再現演奏（2023年度）

●  人形作家：ミュシャ作品をイメージした人
形の制作（2023年度）

●  大阪モード学園：ミュシャをイメージしたファッ
ション・メイクの表現（2022年度）

●  関西大学総合情報学部有志ゼミ：現代の
テクノロジーでコレクションを活用・表現（継続）

＊ この他にも図録の制作印刷費、広報宣伝費やパネルの翻訳料、協力者に対する謝礼金、
額、什器、照明等の資材費など、さまざまな費用がかかります。

＊ その他、地元のレストランや洋菓子店との連携、地元の就労継続支援B型事
業所や森林組合など多くの方 と々連携しています。

 秋と冬は当館で所蔵していますが、同シ
リーズの春と夏は所蔵していません。

＊当館 公式 YouTube「ミュシャ館チャンネル」では
 これまでの企画展の展示風景もご覧いただけます。

《秋：四季》
（1900年）

《冬：四季》
（1900年）

ミュシャ館のお仕事の舞台 裏

《ロレンザッチオの楽譜： 
『イリュストラシオン』誌》
1897年

＊ いずれも堺 アルフォンス･ミュシャ館
（堺市）蔵
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企画展「ミュシャ館の舞台
裏」では、当館の活動のひ
とつとして、学校への普及
活動を紹介しました。展
示を通じて出前授業や団
体来館での作品鑑賞を体
験できるコーナーを作り、
こどもたちへの問いかけ
を軸にした作品解説は、大
人の方も新鮮な気持ちで
ご覧いただけたのではな
いでしょうか。

昨年度制作した学校利用向けの鑑賞
教育ツール「Mu-CUBE」用に、ガイド
シートと使われている作品のアート
カードを作成しました。ガイドシー
トは先生たちがすぐに使えるように
わかりやすい遊び方を伝えています。
アートカードでは、より作品に親しん
でもらえるようにこどもたちに向け
たクイズ形式の作品解説にしました。

ミュシャ館ではここ数年、教育普及活動の一環として学校施設へのアプローチを積極的に行ってきました。
2024年度は堺市内と大阪府下の小学校を中心に出前授業や団体来館の受け入れを行いました。

ミュシャ館は、こどもたちの美術鑑賞を応援しています。
学校からの団体来館、出前授業やワークショップ他、図工・美術に関わる先生の研修会
などお気軽にご相談ください。展示準備などの繁忙期を除きご対応させていただきます。

教育機関等での美術鑑賞をご検討のみなさま

教育普及活動

団体来館

教員研修

本年度は昨年度に出前授業を行った学校が多
数来館してくださいました。1年経っていて
もミュシャや作品について覚えてくれている
子も多く、鑑賞後のふりかえりでは本物を見
ることができた喜びや、出前授業との感じ方
の違いを伝えてくれました。美術館を身近に
思ってもらえるべく、このように継続的な来
館につなげていけたらと思います。

堺市内の小学校、中学校、支援学校の先生方による図工部会の研修会が当館で行われました。当館
の成り立ちやコレクションの特徴についてお話をさせていただき、開催中の企画展をこどもたち
への解説の方法も交えながらご覧いただきました。先生方との意見交換も行い、今後当館が学校
施設へのアプローチや活動を行う際に参考にしていきたいと思います。

展示での
教育普及活動の紹介

「Mu-CUBE」用
ガイドシートとアートカード作成

タペストリーを用いての鑑賞、ミュシャのモ
チーフを使ったデザインカードづくりを通
じてミュシャ作品に親しんでもらいました。
本年度は近年の出前授業での経験を踏まえ、
低学年、中学年、高学年ごとに授業プログラ
ムを用意し、それをもとに各学校の要望とも
調整しながら授業を行いました。

出前授業

＊企画展「ミュシャ館の舞台裏」の内容についてはpp.5-6をご覧ください。

アルフォンス・ミュシャ《四季》1896年　リトグラフ、紙　堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

19世紀末から20世紀初頭にかけて花開いたアール・ヌーヴォーの

代表的な芸術家です。現在のチェコ共和国で生まれ、パリの

舞台女優サラ・ベルナールのポスターを制作して一躍有名になり

ました。ミュシャの作品は、花々に囲まれた優美な女性やしな

やかな曲線、淡い色彩が特徴ですが、晩年は活動の拠点をチェコ

に移し、芸術を通して祖国愛や人類愛を表現しました。

アルフォンス・ミュシャ《自画像》1888年
鉛筆、紙　堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵　

堺市は約500点のミュシャコレクションを所蔵

しています。堺 アルフォンス・ミュシャ館では、

ミュシャの初期から晩年期にわたる作品を

年３回の企画展で展示し、様々なテーマで

ミュシャを紹介しています。

堺 アルフォンス・ミュシャ館
〒590-0014
堺市堺区田出井町1-2-200
ベルマージュ堺弐番館
TEL/072-222-5533 FAX/072-222-6833
https://mucha.sakai-bunshin.com

ミューキューブ

▶ あそびかた

Mu-CUBEとは
（ミューキューブ）

ミュシャ館（Mu-seum）が所蔵する
ミュシャ（Mu-cha）の作品をマルチ（Mu-lti）に
たのしめるキューブ（CUBE）型パズルです。

※キューブの素材は環境への配慮から、
河内長野産のヒノキの間伐材を使用しています。

Mu-CUBE A5

Alphonse Mucha 1860-1939
アルフォンス・ミュシャ

し   き

じ   が ぞう

せい  き  まつ

さかいし

さかい

しょ   き

ねん かい き   かく てん

しょうかい

てん   じ さまざま

ばんねん   き さく ひん

かん

やく てん しょ ぞう

だいひょうてき

ぶ  たい じょ ゆう

さく ひん

きょくせん

うつ げいじゅつ とお そ   こくあい じんるいあい ひょうげん

あわ しきさい とくちょう ばんねん かつどう きょ てん

はなばな かこ ゆう  び じょ せい

せい さく いちやくゆうめい

げいじゅつか げんざい きょう わ   こく う

せい  き  しょ とう はなひら

基本の
あそびかた

人数 1人～／セット数 １セット（AまたはB）

■ Mu-CUBEは、キューブ型のパズルです。
■ 1セットで６作品をつくることができます。
■ 縦長のものから横長のものまでできます。
■ 細部に注目しながらピースを合わせましょう。
■ AとB、２つのセットがあります。
■ AセットとBセットでは、違う絵ができあがります。

１２ピース
（３×４）

■ 箱から取り出して、机で並べてみましょう。
■ 遊び終わったら、ふたの裏の絵になるようにセットしてください。
■ 他のセットのキューブと混ざらないように注意してください。
セット内容：キューブ６個、アートカード１組、説明書（本品）

人数 ２人～／セット数 １セット（AまたはB）

❶ひとつのキューブをサイコロみたいに
　転がしてみましょう。

❷描かれている絵を観察しましょう。
　気づいたことを、話してみましょう。

❸ピースをあわせて作品を完成させましょう。
　想像したとおりでしたか？ 

作品を完成させよう
Check

!

いろんな形の
作品があります!

１０ピース
（５×２）

１２ピース
（６×２）

２ピース

やりかた

1つのピースに

注目！

なんか見たことの
ある絵？

「ふたご」の次は？

うろこ
みたいだね

組み合わせて
みよう

人数 １人～／セット数 ２セット（AとB）

やりかた
❶Aセットをつかって、下の３つの絵のうち
　どれかを完成させよう。
❷Bセットをつかって、それぞれの絵とセット
　になる絵を完成させよう。
❸左右の絵を比べてみよう。

だれかと
向かいあって
いるのかな？

文字がかかれて
いるよ

つなげると
一枚の絵が
完成するよ

作品に題名を
つけてみよう

人数 １人～／セット数 １セット（AまたはB）

できあがった絵には
何が描かれている？
作品の題名をつけてみよう。

ポーズを
まねしてみよう

人数 ２人～／セット数 １セット（AまたはB）

?

人が描かれている絵が完成したら
そのポーズに注目してみましょう。

立っていますか？それとも座っていますか？
どんな表情？手には何か持っていますか？

よく見て、まねしてみましょう。
写真撮影しても楽しいですよ。

アートカードを
つかって作品のことを
もっと知ろう！

人数 ２人～／セット数 １セット（AまたはB）

「なんのために
描かれた絵だろう？」

完成した作品のこと、もっと知りたくなったら、
アートカードを使ってみましょう。

できあがった作品を見ながら、
クイズを出しあいましょう。

クイズあそび

「誰が描かれて
いるのかな？」

Let'
s

　try
!

Mu-CUBE A5

ちゅう  　もく

く あ

さく     ひん だい     めい

さく    ひん

し

にんずうふたり

にんずうひとり

がた

かたち

さく   ひん

さく   ひん

たて   なが

さい    ぶ ちゅう もく あ

ちが え

よこ   なが

すう

にんずうひとり すう

にんずうふたり すう

にんずうふたり

えが
えがだれ

え

すう

にんずうひとり すう

すう

ころ

した

かん せい

かん せい

さ  ゆう

え

え

え

え くら

えが

き はな

さくひん

さく ひん だい めい

え

なに

ひと

た

ひょうじょう て

み

しゃしんさつ  えい たの

なに も

すわ

えが え

ちゅうもく

かんせい

かんせい さくひん

さくひん

だ

み

し

つか

えが

み む

も　じ

いちまい

かんせい

え

え

つぎ

そうぞう

かんせい

え かんさつ

き　ほん

さく　　　　　ひん かん　　　　 せい

はこ

あそ

ほか ま ちゅう  い

お うら え

とり だ つくえ なら

ないよう こ くみ せつめいしょ ほんぴん
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京都産業大学
「アルフォンス・ミュシャの魅力と
展覧会のつくりかた」

京都産業大学文化学部1年生を対象とした
授業「文化学概論」の講師として登壇しまし
た。ミュシャの79年の生涯について、当館の
コレクションを通じて紹介するとともに、学
生の皆さんの進路の一つとして想定される
学芸員の仕事について、当館の展覧会づくり
を例にお話ししました。

日時：7月17日（水）
場所：京都産業大学
講師：髙原茉莉奈

����年�月��日�水���：�����：��

堺 アルフォンス･ミュシャ館
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学芸員 髙原茉莉奈

アルフォンス・ミュシャの魅力と
展覧会のつくりかた

文化学概論

堺�アルフォンス･ミュシャ館

✿大阪府堺市の公立ミュージアム
✿世界有数のミュシャコレクション
✿常時、��～���点のミュシャ作品を展示
✿様々なテーマの企画展を年３回実施

-5阪和線�堺市駅すぐ（天王寺から快速で約��分）

＼３人の学芸員／
企画型7 教育型+ 研究型.

講座

TOPICS

ミュシャ館では鑑賞をより楽しんでいただくために、展示室内
での解説ツアーや講演会等を開催しています。

学芸員による解説ツアー

各企画展の担当学芸員が展示室を巡りなが
ら作品解説を行いました。展示のコンセプト
や解説パネルに書ききれなかった作品背景も
交えながら出品作品の魅力についてお話しし
ました。

ほぼ毎月実施

堺ロータリークラブ　講話
「多彩な芸術家 
アルフォンス・ミュシャの魅力
—珠玉のコレクションから」

伝統と歴史のある堺ロータリークラブの定
例会にて、講話に登壇しました。ミュシャの
作品の魅力と画業人生を当館のコレクショ
ンを通じてご紹介。また堺のロータリークラ
ブにちなみ与謝野晶子との
関連にもふれながらミュシャ
の日本美術への影響につい
てもお伝えしました。

日時：10月24日（木）12:30~13:30
場所： アゴーラリージェンシー大阪堺３階

ガーデンコート
講師：原田悠里

寄稿『版画芸術』No.204  2024年夏号 阿部出版
特集「ベル・エポックの華 世紀末パリのグラフィックス」

ミュージアム干支コレクションアワード 2025巳

美術情報サイト「インターネット
ミュージアム」が毎年開催している
「ミュージアム干支コレクションア
ワード」は、干支にちなんだ日本
全国のミュージアムが所蔵する作
品の中からお気に入りの作品に投
票する企画です。巳年の2025年
は「蛇」が入っている作品がエント
リーの条件。ミュシャ館からは、ミュ
シャが描いた女優サラ・ベルナー
ルの演劇ポスター《メディア》が元
になったジュエリー作品《蛇のブレ
スレットと指輪》でエントリーしました。ゴールドやダイヤの輝きが
眩しく、オパールで表現された蛇の鱗は虹色にきらめいています。
しなやかな蛇の胴体を表す曲線や蛇の頭の周りの水しぶきのよう
なデザインは、自然の中の造形からデザインするミュシャの装飾美
が発揮されています。残念ながら上位入賞はなりませんでしたが、
199票とたくさんの温かい応援メッセージをいただきました。応援
してくださった皆様ありがとうございました！

19世紀末から20世紀初頭にかけてパ
リで興った華やかな文化「ベル・エポッ
ク」。この時代はリトグラフ（石版印刷）
の技術進歩によって制作可能になっ
た色鮮やかなポスターをはじめとした
“グラフィック”作品が積極的に用いら
れる時代の嚆矢でした。2024年はこ
の時代を取り上げた美術展が全国各
地で多く開催されました。本特集では
ベル・エポックを代表する二人の画家
であるロートレックとミュシャを中心に、
リトグラフの始まりの時代を築いた数
多の作家による「グラフィックアート」
の魅力が紹介されました。

・  「ミュシャ 世紀末のマルチ・アーティスト」（pp.32-50）　
ポスター《ジスモンダ》や装飾パネル《四芸術》シリーズ等、ミュシャ館を代表
するリトグラフ主要作品の数々が紹介されました。

・ 「19世紀末のマルチ・アーティスト」（p.51）
ミュシャという他に類を見ないマルチ・アーティストの足跡とその影響について、
当館学芸員川口裕加子がインタビューに答えました。

アルフォンス・ミュシャ
《蛇のブレスレットと指輪》1899年　
金、エナメル、オパール、ダイヤモンド　
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵
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写真提供：パナソニック汐留美術館
写真撮影：Nacása & Partners

 右：ルネ・ラリック、アルフォンス・ミュシャ（デザイン） 
  《舞台用冠『ユリ』（エドモン・ロスタン作『遠国の姫君』にてサラ・ベルナールが着用）》 

1895年頃　箱根ラリック美術館蔵

左： アルフォンス・ミュシャ《サラ・ベルナール》 
1896年　堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

右： アルフォンス・ミュシャ《ハーモニー》 
1908年　堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

左： アルフォンス・ミュシャ《クオ・ヴァディス》 
1903–04年　堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

アルフォンス・ミュシャ《目を閉じた少女》1920年頃　
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵
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館
外
イ
ベ
ン
ト

作 品 貸 出作 品 貸 出

「ベル・エポック―美しき時代」展
山梨県立美術館　2024年4月20日（土）～6月16日（日）
栃木県立美術館　2024年7月13日（土）～9月8日（日）
パナソニック汐留美術館　2024年10月5日（土）～12月15日（日）

「アルフォンス・ミュシャ　ふたつの世界」展
2024年9月21日（土）～12月1日（日）

19世紀末から1914年頃までのパリが芸術的にもっとも華
やいだ時代「ベル・エポック」。ベル・エポック期から1930

年代に至る時代の美術、工芸、舞台、音楽、文学、モード、
科学といったさまざまなジャンルで花開いた文化のありよ
うを重層的に紹介する展覧会。
当館からはミュシャとゆかりが深く、ベル・エポック期に活
躍した女優サラ・ベルナールをモデルにしたポスター《トス
カ》と《サラ・ベルナール》を貸出しました。巡回によって国
内各地の皆様に当館のコレクションをご覧いただける機会
となりました。また2025年4月からは岡山県立美術館に巡
回する予定です。

ミュシャは世紀末パリを彩るポスターの数 を々生んだデザイナー、そして、
壮大なテーマを重厚な油彩で描き出した画家と、二つの顔を持つ芸術
家だと捉えられています。しかし、その両方に貫かれているのは、どんな
素材を扱っても「ミュシャ風」にする圧倒的な造形力です。版画、油彩
画に、貴重な下絵なども交えながら、ミュシャ最大の魅力である造形の
力を紐解いた展覧会。
当館からは《クオ・ヴァディス》や《ハーモニー》といった大型油彩作品を
はじめ、下絵やデッサン等、当館ならではのミュシャ・コレクション全24

点を貸出しました。デザイナー、油彩画家として、ミュシャの多面的な魅
力と一貫する造形力を、多彩なミュシャ作品を通じて楽しめる展覧会と
なりました。

山梨県立美術館、栃木県立美術館、
パナソニック汐留美術館への貸出

府中市美術館への貸出

展覧会入口

展示風景展示風景
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ミュシャ館では修復専門家と連携しながら所蔵作品のコンディションを常に把握し、優先度の高い作品から
順に修復を行っています。ここでは、修復を行った作品の一部をその内容とともにご紹介します。

ミュシャが挿絵を描いた書籍を資料として特別に3点購入しました。
その挿絵と内容の一部についてご紹介します。

主な作品修復報告

購入資料紹介

2023年度は28点のポスターや装飾パネル、挿絵、下絵等、
紙に描かれた作品が山領絵画修復工房にて修復されまし
た。ポスター《ウェイヴァリー自転車》は、額装がおそらく
数十年前の作品購入時の状態のままでした。作品を固定
していた紙は酸性で、裏打（補強するために作品の裏側に
貼られた紙）に用いられた接着剤が酸化するなど、保存の
観点から見ると適切な状態ではありませんでした。また画
面には全面に、白色の硬い細かな粒の付着が無数にあり、
作品の縁には傷みが見られました。今回は洗浄して白い
粒や酸性の素材を取り除き、作品に悪い影響を与えない
素材に交換し、作品の形を整えてマットを新調する等の修
復が行われました。

ウェイヴァリー自転車
 1897年　リトグラフ、紙
 843×1084mm
 堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

アルフォンス・ミュシャ

修復前（部分） 修復後（部分）

修復前（部分） 修復後（部分）

ミュシャが制作した《ウェイヴァリー自転車》のポスターが、
パリの壁に貼られていた当時の写真が残されています。高
さ3mを超す壁にはもちろんガラスやアクリルなど絵を保
護するものはありません。雨風の中でも吹き曝しです。しか
しひとたび美術館に所蔵されると、未来へつなぐために大
切に守られます。額装され展示された作品が本来はどん
な場所にあったのかを想像しつつ、より良い状態で保つた
めの学芸員の仕事や修復の仕事にもご注目ください。

作品本来の姿

ウジェーヌ・アジェ 
《パリ、アベー街》1898年

 アンドレ・エマニュエル・エミール・パルマンティエ
『歴史イラスト集中世編』 

 ( Album Historique, Le Moyen Age)

1897年、28×22cm

歴史上のさまざまなものを文章ではなく、イラストで
知ることができる資料集のような書籍シリーズ。ミュ
シャが描いているのは中世編。中世のシンボルや、
アイテム、衣装についてもビジュアルでわかる画期
的な資料で、知識階層のみならず幅広い人の興味
を引いたことでしょう。ミュシャの描いた伝説や神
話画のような荘厳な歴史画は、後の《スラヴ叙事詩》
にも通ずるところがありそうです。

ヘンリー・ド・ブリセイ著
『ロランの冒険』

( L'Aventure de Roland, Librairie d'éducation de la jeunesse)

1896年、28×22cm

フランス語で「労働者」を意味する週刊新聞『ルヴ
リエ』に掲載されていた1814年ナポレオン戦争に関
する歴史小説の書籍版です。ナポレオン時代に流
行した古代ギリシャ風のシュミーズドレスの優雅さ、
軽やかさの表現が見事です。（左図）後のミュシャの
ポスターに見られる女神像の衣装のたっぷりとした
薄い衣の源泉はこの挿絵にあるのかもしれません。
ミュシャの描いたナポレオンの貴重な挿絵（右図）も
あります。

ジョルジュ・プライス著
『漂流船探索家』

(Les Chasseurs d'Épaves)

1898年、27×19cm

週刊新聞『ラ・レビュー・マメ』で連載されていた冒険小
説。優雅な女神を描くミュシャのイメージとは違い、物
語の中心人物であるくたびれた雰囲気の男性たちの挿
絵がほとんどです。主人公レミ・シファドーは、友人らと
共にスカベンジャー号に乗船中、難破に巻き込まれな
がらもニューヨークへたどり着きます。表紙には主人公
の友人ホルゲが文書をしたためる様子が描かれていま
す。ミュシャは後にフランスからアメリカへと旅立ちます
が、偶然にも本作の旅路と重なっています。
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アルフォンス・ミュシャ
《カッサン・フィス印刷所》
1896年　
リトグラフ、紙　
1768×803mmと
1799×724mm２点所蔵

作品紹介
1 9 1 8―1928：独立 10 周年

百合の中の聖母〈下絵〉

このポスターの文字情報は、画面下部に金色
の1918 1928の年号のみである。当時のチェコ
スロヴァキア人にとって独立10周年ポスターと理
解するのには年号だけで十分であった。

手前に配置された精悍な顔つきの少女はチェ
コスロヴァキアの擬人像で、左からシレジア（鷲）、
スロヴァキア（十字架）、ボヘミア（獅子）、モラヴィ
ア（市松模様の鷲）、ルテニア（熊）と共和国を構
成する5つの地域の紋章が描かれたヘアバンドを
身に着けている。手前の少女を際立たせるような
暗い青色の女性はスラヴ菩提樹の冠をかぶった

1895年以降、流行のデザイナーとしてパリで
大成功を収めたが、満足しなかったミュシャは、
1899年にキリストの教えを独自の解釈で視覚化
した書籍『主の祈り』を制作した。この頃から商
業デザイナーから本格的な油彩画家への転身を
図り始める。ちょうどその頃にエルサレムに建設
予定だった修道院の聖マリア礼拝堂の装飾を依
頼され、高尚かつ永続性のある作品の制作をミュ
シャは快諾する。この依頼の一部として礼拝堂
のために描かれたのが《百合の中の聖母》である。

1903年に描かれた習作とされる作品（図1）では、
《ポエジー》（図2）のように、天上の存在に向かっ
て祈りを捧げる人物、というこれまでにミュシャが
何度か描いてきた宗教的主題の作品と同様の構
図だった。しかし下絵（本作）では少女と彼女に
は見えない聖母、さらに2人を背後から天使ケル
ビム＊が見守る構図に変更された。後にミュシャ

アーチには「豪華な芸術的かつ商業的プリント」
の宣伝文句。本作はフランス・トゥールーズにあ
る印刷会社「カッサン・フィス」のために制作され
たポスターである。当時の印刷は手作業によるリ
トグラフ（石版印刷）のため、手動のプレス機が描
かれている。ハンドルに手をかける印刷工の肉体
からは、相当な力仕事だったことが窺える。月桂
樹の葉を着けた芸術の女神に、美しい刷りの秘
密を打ち明けているのだろうか。

内側のアーチの目は、印刷機から刷り上がりの
ものに向けられており、印刷工の目、また印刷物
を待ち望む購買者の目とも受け取れる。

レンガを思わせるモザイク装飾、印刷工の肌の

スラヴ民族の寓意像、スラヴィアである。スラヴィ
アの青、少女の衣装の赤、白はチェコの国旗の
配色である。スラヴィアが差し出したチェコスロヴァ
キアの独立10周年を祝福する金色の光に包まれ
た花輪は、鑑賞者の視線を自然とチェコスロヴァ
キアの顔に引き寄せ、特別な存在であることを表
現している。（N. F.）

がよく描くことになる人間の目には見えない導き
が表現されたのである。

画面左下にはミュシャのパリ時代の恋人ベルト・
ド・ラランドに対する親愛の言葉が刻まれている。
本作が描かれた前年にミュシャは後に妻となるマ
ルシュカと出会う。本作は宗教的でありながらも、
ミュシャとベルトの出会いと別れの記念的な作品
でもあるかもしれない。（Y. K.）

カッサン・フィス印刷所

不自然な青みは、レンガ建築で名を馳せ、青い染
料でルネサンス期に繁栄した、トゥールーズの街
を象徴しているようだ。

ミュシャは1897年頃からシャンプノワ印刷会社
と専属契約を結び、ほぼ全ての仕事はシャンプノ
ワ社を通すことになる。本作はシャンプノワ社契
約前の貴重なポスター作品である。（Y. H.）

アルフォンス・ミュシャ
《1918―1928：独立10周年》1928年　
リトグラフ、紙、1222×853mm

アルフォンス・ミュシャ 《百合の中の聖母〈下絵〉》
1904年　油彩、カンヴァス
741×558mm

少女のまなざしが
独立国の誇りを
感じさせます。

刷り上がっている 
ミュシャ・スタイルの 
肖像画も気になります！

図1《百合の中の聖母の習作》
1903年　パステル、紙　
1250×1100mm

図2 《ポエジー》
1894年　油彩、カンヴァス　
645×450mm

聖母のやさしい表情と
神秘的な雰囲気に注目です。

＊ 知識をつかさどる天使
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19世紀末パリのアパルトマンに
住まうブルジョワ階級の人々の間に
は、娯楽があふれていた。産業革
命を経て発達した印刷技術のおか
げで街には色とりどりのポスターが
貼られ、またパリに点在する劇場で
続々上演される芝居は、それらを
心待ちにする彼らの目も耳も楽しま
せた。

そして彼らは街に出ずとも、こうし
た娯楽をインドアで楽しむことさえ
できた。評判の高いポスターを手
頃なサイズにして毎月発売した『ポ
スターの巨匠たち』は、マニア垂涎
のコレクションアイテムだったし、「装
飾パネル」に描かれたミュシャの女
性像は、彼らの部屋に彩りと気品
をもたらした。そして当時の雑誌や
新聞には、プレミア公演や話題作
に対する、批評家たちの賛否両論
の文字が踊り、その模様を彼らに伝えた。しかし当然テレビもな
い時代、部屋に居ながら劇場の「空気」を感じるためには、文字
の羅列だけでは物足りない。その視覚的なイメージは、モノクロ
写真や挿絵画家たちが描写したイラストが伝えた。ブルジョワ層
向けの挿絵入り新聞『イリュストラシオン』（1843-1944）では、紙
面だけでなくその表紙も、時事的な情景の代わりに演劇のワンシー

ンが飾ることもあった。そし
て『イリュストラシオン』の
購読者の毎月のお楽しみが、
付録としてついてくるピアノ
譜である。

かつて、貴族しか触れる
機会のなかったピアノも、す
でにブルジョワ家庭を中心
に親しまれていた。アップラ
イトピアノや、それよりも安
価なリードオルガンが、部屋
で過ごす時間に華を添えて
いたのだ。ミュシャが有名と 

なる前の1893年にオルガン
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コラム
「 部 屋 で 楽 し む 演 劇
—— 1 9 世 紀 末 の 新 聞 付 録 」

《ロレンザッチオ》1897年　リトグラフ、紙 　
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

ミュシャのアトリエでオルガンを弾くゴーギャン
1893年頃

《ロレンザッチオの楽譜：『イリュストラシオン』誌》1897年　紙に印刷 　
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

を購入してアトリエに置き、友人たちとともに弾いたというエピソー
ドも、その普及ぶりを裏づける。

当時のブルジョワは新聞に掲載された楽譜のおかげで、自宅に
居ながら話題の音楽、たとえば新作演劇の劇中曲にふれることが
できた。サラ・ベルナールが初の男役として主演し、ミュシャがポス
ターを手がけた「ロレンザッチオ」の劇中曲も、管弦楽曲からピア
ノ譜へと姿を変え、『イリュストラシオン』の付録となっている。＊1 

弾くとたちまち優雅なメロディが部屋を劇場へと変容させ、ドアを
出て、観劇に足を運びたくなる。こうした宣伝目的も含んでいたの
だろう。

さて、当時の演劇の付随音楽は、あくまで舞台の「背景」であり、
その閉幕とともに姿を消すことが多い。こうした中で新聞のピアノ
譜は、当時の空気の「再現」をいまに叶える貴重な資料である。　

当館では、当時の新聞のピアノ譜を「堺市新進アーティストバン
ク」の登録ピアニストに、演奏してもらう取り組みも行ってきた。上
述した「ロレンザッチオ」の演奏収録（2023年）に続き、2025年1

月にはミュシャの「謎の絵画」にゆかりのある舞台「クオ・ヴァディス」
の演奏の収録をフェニーチェ堺で終えたばかり——というのは“裏
側”での話ではあるが、展示室でぜひ当時の舞台の空気を体感し
ていただきたい。（M.T.）

＊1 : "AIR DE BALLET", L’Illustration, Supplément musical au No. 2806, December 5, 1896.
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トピック

堺 アルフォンス・ミュシャ館では2021年度より、当館が所蔵
する大型油彩画《クオ・ヴァディス》を原画に、堺の伝統技術

「堺緞通」でタペストリーを織り上げるプロジェクトを実施
しています。資金はクラウドファンディングで募り、製織は
技術を伝承する大阪刑務所で行われました。約2年10か月
にわたる製織の末、ついに2024年10月、完成を迎えること
ができました。いよいよ特別展「ミュシャ 謎の絵画」（2025

年4月20日（日）–8月17日（日））で初公開いたします。

クラウドファンディングプロジェクト

「ミュシャ× 堺
さかい

緞
だん

通
つう

」

特別展「ミュシャ 謎の絵画」
ページはこちら

《堺緞通「クオ・ヴァディス」》
2022–24年 羊毛、毛綿
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